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抄録：「LIPER:情報専門職の養成に向けた図書館情報学教育体制の再構築に関する総合的研究」大学図書館班では、大学図書館の人的資源マネジメントのあり方、および今後の「情報専門職」に求められる要件を把握するために、8大学図書館でグループ・インタビューを実施し、さらに687大学図書館に質問紙調査を行い、439館(63.9%)、1565票の回答を得た。これらの調査結果から大学図書館員の意識と必要な知識・技能について分析と考察を行った。
１．背景と目的
今日、大学図書館を巡る環境は激変している。18歳人口の減少、大学全般の財政緊縮化及びアウトソーシングの推進、電子ジャーナルの普及、情報通信技術の進展、情報利用行動の変化、カリキュラム改定と情報リテラシー教育の進展など、大学図書館に関わる課題は山積している。この状況下において、大学図書館を担う情報専門職の問題は重要である。本調査ではその配置状況、職務内容、必要な専門的知識技能そして司書資格養成教育に対しての認識等を把握し、人的資源マネジメントのあり方、及び今後の「情報専門職」に求められる意識と知識技能を明らかにする。
２.研究方法
2.1フォーカス・グループ・インタビュー調査
1989年に東京大学教育学部が実施した先行調査（以下、「東大調査（1989）」）がある。それは「情報処理技術や電気通信技術の発達による社会の情報環境」の変化、「国際化、高齢化、余暇の増大、労働環境の変化」、「生涯学習社会の到来」加えて学術研究スタイルの変化などに対応する図書館の人材育成問題を捉えようとしたものであった1)。この状況認識は現在も基本的には変わらない。本調査ではその後の進展状況について同種の調査を行い、対比も行うこととした。その際、変容した状況全体を把握するため質問紙調査に資する知見を得ることも考慮し、質的研究法として訪問調査によるフォーカス・グループ・インタビュー（以下、「FGI」）を行った。FGIのグループ設定に関しては、組織への関わり方や在職期間そして組織のリーダーシップに関する理由から、四グループ（館長(および、副館長、運営委員会委員等)グループ、事務部長･課長グループ、中堅職員グループ、若手職員グループ）で行った。ただし規模等により、このグループが縮小された例もある。あらかじめ次の①から⑤のトピックスをしたためたガイドを作成し、趣旨を伝えたうえで実施した。

①図書館職員の配置状況および関連する制度

②図書館職員の職務内容、および人材派遣職員の業務と外部委託される業務

③大学図書館における職員の現職教育･研修、および養成･訓練機関へのニーズ

④大学図書館職員に必要と考えられる専門的･基盤的知識技能

⑤図書館専門職と、コンピュータ･センターなどの他類型組織の情報専門職との関係

2.2　質問紙調査

FGIを踏まえ質問紙調査を行った。ここでは「東大調査（1989）」にならって五つのカテゴリー（資料・メディア、組織化、サービス、マネジメント、その他）のもとに大学図書館員に必要とされる知識・技術についての調査項目を設定した。なお、「ネットワーク情報資源」「ドキュメント・デリバリー」あるいは「ウェブコンテンツの構築・管理」「文書・企画書の作成」などの項目追加と、組み替えや削除（「メタデータ」や「ニューメディア」など）を施し、評価項目は前調査の39から52に増加している。
本調査は、「東大調査(1989)」を更新する調査ではあるが、2.1で述べた理由に基づきFGIの際に設定した図書館長、およびその他のグループから各1名、都合4名の職員に対して行った。ただし調査票は、「図書館長」「管理職」（事務部長・課長）「若手・中堅」の3種類となっており、それぞれ、フェースシート部分（それぞれの特徴がある）と、「必要な知識・技術について」並びに「図書館情報学教育・図書館員養成教育について」尋ねており、「管理職」用の質問紙には各図書館で実施されている研修の実施状況と計画の内容についての質問が加えられている。
３．調査結果

3.1　FGI調査の結果

FGI調査は国立と私立の規模及び主題の異なる8大学図書館計81名に対し実施した。

FGIのトランスクリプトから、重要な概念を取り出し、その結果を示したものが図１である。

結果として、トピックスで用意した①から④についてどれが論議されたかは、グループや図書館によって異なり、一般的には①や③がよく言及された。②や④は背後に置かれ、OJTで行えばよいという指摘が多かった。一方、②はOJTではうまく行かないとの指摘もあった。大学図書館の使命は、高等教育・学術研究支援であるが、図書館員がそれにどう関わるかの議論は必ずしも十分に行われていない。
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図１　専門性と職務等に関する概念

図書館における情報専門的職務それ自体については取り上げられることはまれであった。しかしこのような議論と結びつく積極的な発言は、若手・中堅グループにおけるサービス指向性の指摘であった。「図書館員が直接学生を指導するということへの関与が強まると動機づけも今より高まる」との発言があった。
この調査の結果については2004年度第52回日本図書館情報学会研究大会で報告を行った2)。
3.2質問紙調査の結果
「質問紙」は全ての四年制大学図書館（構造改革特区により設置された大学を除く）に対して2004年6月末から7月にかけて実施した。
回答は対象図書館687館から439館(63.9%)、1565票を得た。（表１）

表１　質問紙対象図書館数と回答数

	　
	対象数
	回答数（グループ別）

	　
	
	館長
	管理職
	中堅
	若手

	国立
	88
	63
	71
	85
	59

	公立
	74
	43
	45
	46
	59

	私立
	525
	276
	279
	273
	288

	合計
	687
	382
	395
	404
	384


回答者の司書資格取得者数と割合を表２に示す。この回答者に占める司書資格取得率は『大学図書館実態調査報告』等のデータよりも高くなっている。
表２　回答者の司書資格取得者数と割合(館長を除く)
	　
	取得者数(%)
	非取得者(%)
	合計(%)

	若手
	302(82.1)
	66(17.9)
	368(100.0)

	中堅
	335(86.3)
	53(13.7)
	388(100.0)

	管理職
	223(59.1)
	155(41.0)
	378(100.0)

	合計
	860(75.8)
	274(72.6)
	1134(100.0)


この質問紙調査の集計結果は2005年度日本図書館情報学会春季研究集会で報告を行った3)。

４.質問紙調査の分析

　質問紙調査の結果からは、知識・技術の項目のうち、サービスや資料・メディアに関する項目への「必要度」の評点が比較的高く、一方で「経営理論･手法」「大学行財政」やコンピュータに関する知識・技術などが低いということが判明した。また、五つのカテゴリーごとにまとまった傾向がみられず、日常業務的なものが比較的高く評価され、周縁的なもの、職員の一部だけにかかわる項目（たとえば「経営理論・方法」、「文書・企画書の作成」、「ネットワーク等の管理・運用」など）の評点は低かった。

しかし、評点の低い項目が、図書館現場において極めて重要な意味を持っていることもある。FGIにおいては、それに該当する項目、たとえば企画調整やプレゼンテーションの能力などが強調されていた。また質問紙調査の自由記入においても同様の意見が見られた。そのような点を考慮するとすべての項目を同じレベルで比較するのでなく、また個別の項目ではなく関連のものをとりまとめた概念単位で比較するといった工夫が必要かと思われた。

そこで、まず回答結果によって各項目が位置づけられる次元（dimension）の探索を試みた。しかし、多様な観点から構成された52項目からは、因子分析などによる次元の探索はうまく行かず、項目を大まかな領域で分け、その中で次元の探索的因子分析を行うこととした。そのため、CILIP（英国図書館情報専門家協会）の専門職知識体系（BPK：Body of Professional Knowledge）を参照して、項目の領域設定を行った。BPKは、中核的な知識・技術だけでなくそれらと一体となって機能する知識･技術を含めて、情報専門職の知識ベース全体を同心円の三領域で示している。①Core Schema（中核となる知識･技術）といわれる核となる領域、中核となる知識・技術を状況に適合させそのねらいを実現する②Application environment（実現環境の知識・技術）の領域、さらに、それを補完する③Generic and transferable skills（汎用的・移転可能な知識・技術）という領域である（表３）。
表３　CILIPのBPK(専門職知識体系)

	①Core Schema（中核となる知識･技術領域）
	知識、概念構造、ドキュメンテーション、情報、情報資源、利用者の7各要素

	②Application environment　（実現環境の知識・技術領域）
	倫理的枠組み、法的な問題、情報政策に関わる問題、情報のガバナンス、並びにコミュニケーションの視点にかかわる要素

	③Generic and transferable skills（汎用的・移転可能な知識・技術領域）
	コンピュータや情報に関するリテラシー、対人スキル、人的資源や財源の管理、マーケティング、訓練・相談スキル、研究法などの要素


このBPK の三つの領域に52項目をそれぞれに配分し（表４　ただしこれは中核となる知識･技術領域のみ）、それらを4段階の間隔変数を使って調査対象の中堅・若手の回答を因子分析したところ、それぞれに次のような因子が抽出できた。

中核となる知識・技術領域では、①文献サービスに関する知識・技術、②図書および図書館の知識・技術、③情報サービスに関する知識・技術、④組織化に関する知識・技術、⑤コレクションに関する知識・技術の五つの因子、実現環境の知識・技術領域では、①図書館の基準やしくみに関する知識・技術、②経営管理に関する知識・技術、③情報の流通に関する知識・技術の三つの因子（ただし、この②は、次の領域でもよいかと思われる）。汎用的・移転可能な知識・技術領域では、①コミュニケーションに関する知識・技術、②情報技術に関する知識・技術、③外国語の三つであった。

この結果に見出だされた新たな因子ごと、評点（（館長・管理職）すべてに必要を3、一部に必要を2（中堅・若手）ぜひとも必要を4、どちらかといえば必要を3、あまり必要でないを2のスコアに換算）の合計を因子の含む項目数で除したスコアに表してみた（表５）。館長・管理職層と職員層に対する質問が異なる点に留意して、それぞれの領域内での順位と、そのスコア間の有意差のみを注目すると、中核となる知識・技術領域に関していえば、文献サービスに関する知識・技術が、館長、管理職、中堅、若手のいずれのグループにおいて第1位を占め、図書および図書館の知識･技術が五つのなかではもっとも低く評価されている。また、情報サービスに関する知識・技術と組織化およびコレクションに関する知識・技術に関しては、職員（中堅・若手）に順位の若干の差異はあるものの大きな順位差はないが、館長と管理者の、コレクションに関する知識・技術への評価が低い（すべての職員に必要としていない）。館長・管理者層の大学図書館員像と職員層の認識には大きなギャップがある。逆に、職員層におけるコレクションに対する意識はかなり強い。

一方、実現環境の知識･技術領域に関していえば、三つの因子に関して、図書館の基準やしくみに関する知識・技術が第1位だが、他の二つに関してはさほど大きな差はないが、館長・管理者は、経営管理に関する知識・技術を職員全般に期待していないようである。また、汎用的・移転可能な知識・技術領域では、第1位にはコミュニケーションに関する知識・技術があがるものの、それぞれ因子の間の差異はさほどなく、とくに職員では小さい。館長における外国語と、管理者における情報技術についての知識・技術のかたよりが若干目立つ。
FGIで強調された（とくに館長・管理者層で）、コミュニケーションに関する知識・技術は汎用的・移転可能な知識・技術領域において高いことが実証されたといえよう。また、経営管理に関する知識・技術が、館長・管理者には一部の職員のものとの理解が優位にあるが、職員層においてはその必要度の認識はそれよりは高いところにあるとみられる。

これらの結果と司書資格取得者による「省令科目」評価等を合わせ、当日は報告を行う。

FGIと質問紙調査に回答いただいた皆様に感謝いたします。
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